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研究成果の概要： 

プロジェクトでは、国内外の研究者が連携し、日本海沿岸地域をフィールドに臨地調査を実
施し、相互に情報交換と討論を重ねるとともに公開研究会を開催し、その成果の公表をすすめ
た（『日本海沿岸社会の地域特性と文化（平成 18 年科研費報告書）』）。加えて既存データをも含
めたデータベースの構築をおこない、その成果は、『朝鮮半島言語地図（平成 18 年科研費報告
書）』、『富山湾沿岸グロットグラム調査報告書（平成 19 年度科研費報告書)』、『日本海沿岸の自
然環境とことば（平成 19年度科研費報告書)』、『富山県方言文法地図（平成 18～20 年度科研費
報告書）』として公開した。 
また、20 年度には、構築したデータベースをもとに、合宿形式の研究会議を実施して、地理

情報システムによる分析ならびに言語と言語外要因との関係について、方法論的検討をおこな
い、最終報告として『日本海沿岸社会とことば（平成 18～20 年度科研費報告書）』を刊行し、
研究課題についての研究を進展させた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 5,300,000 1,590,000 6,890,000 

２００７年度 5,900,000 1,770,000 7,670,000 

２００８年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

年度  

  年度  

総 計 12,800,000 3,840,000 16,640,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・言語学 
キーワード：社会言語学 
 
 
１．研究開始当初の背景 

日本海は、ユーラシア大陸温帯地域の沿海
部に位置する内陸海という意味で、西の地中
海と東西に相対する存在であり、その自然環
境は、地中海同様、沿岸地域の歴史的発展な
らびに文化形成の過程に重要な影響と役割
を果たしてきた。しかしながら、西洋・中東

文明史に関する研究上、地中海の果たした役
割がつとに強調され、言語学のうえでも重要
視されるのに比較して、日本海沿岸社会が東
アジア諸言語に対して与えた影響と役割に
ついては、充分に研究されているとはいえな
い。 
また、これまでの言語研究では、個別言語
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の独自性にあまりにも注目してきたため、日
本海沿岸社会の共通性といった観点からの
アプローチに関心がもたれることは少なか
った。しかしながら、時間的にも空間的にも
従来の民族や文化の枠を越えて、より生態学
的にとらえなおすことにより、枠の内側と外
側とからの視点を持つことが可能となって、
東アジア諸語の基層やもうひとつの日本語
が姿を現わし、閉塞状況にある言語研究に、
未来に向けた新たな可能性も見出しうるも
のと考えられよう。 
 
２．研究の目的 

本研究では、ことばの地域差は、その地域
の性格、具体的にいえば、その地域の自然環
境や社会的・経済的条件、さらには歴史的要
因等の複合的な構造（地域特性）によって顕
在化する現象と考え、日本海沿岸地域の歴史
的・文化的役割とその意義について明確にす
るとともに、日本海沿岸社会で認められる言
語現象を社会言語学が中心となって、考古学
や地理学、文化人類学や民俗学等の隣接分野
との協業によって総合的に明らかにするこ
とを目的に取り組んだ。 
 
３．研究の方法 

社会言語学を中心にすえて、考古学や地理
学、文化人類学や民俗学等の各個別の方法論
をもって、Ａ北海道・東北エリア、Ｂ北陸・
近畿エリア、Ｃ山陰・北部九州エリア、Ｄ韓
国：東南部エリア、Ｅ韓国：済州島エリア、
Ｆ南九州・沖縄エリアといった重点地域を設
定し、国内外の研究者が連携し、日本海沿岸
地域をフィールドに臨地調査を実施し、相互
に情報交換と討論を重ねつつ、ことばと環境
や文化、歴史や社会の特性について総合的な
理解を目指す。という従来の日本語研究にな
い独創性を有する。 
 そのため、各分野の研究者の共同による同
時調査を実施することで、相互の情報交換な
らびに建設的な見地からの見解の統合を目
指すとともに、収集したデータを GIS ソフト
ArcInfo によって分析し、日本海沿岸地域に
おける、地理と自然環境、収集データ間の相
互関係を客観的に把握し、ことばと環境や文
化、歴史や社会の特性について総合的な理解
を目指した。 

プロジェクトでは、研究代表の中井精一
（社会言語学）および、研究分担者のダニエ
ル・ロング（社会言語学）をはじめ真田信治
（日本語学）、大西拓一郎（方言学）、内山純
蔵（考古学）、松丸真大（日本語学）、鳥谷善
史（情報処理）を中心に、李舜炯（韓国・慶
北大学校：言語学）、市島佑起子（韓国・釜
慶大学校：言語学）、亀山大輔（韓国・新羅
大学校：言語学）、高岡弘幸（高知女子大学：
文化人類学）、乾誠二（天理参考館：地理学）、

森俊（富山県公文書館：民俗学）、吉廣綾子
（徳島大学：音声学）、中葉博文（富山県生
涯学習カレッジ：地理学）、松森智彦（総合
地球環境学研究所：考古学）、岸江信介（徳
島大学：方言学）、小西いずみ（広島大学：
方言学）、阿部貴人（国立国語研究所：方言
学）、柄沢朋子（富山大学：日本語学）、伊東
奈穂（富山大学：日本語学）、永森理一郎（富
山大学：日本語学）、笹原佑宜（富山大学：
日本語学）等の研究協力者の支援を得て研究
課題に取り組んだ。 

 
４．研究成果 
研究の成果は、研究発表、研究論文および

図書等によって、公開したとおりである。 
(1)作成したデータベースをもとに刊行した
成果として、小倉進平の著書『朝鮮語方言の
研究』をもとに、『朝鮮半島言語地図（平成
18 年科研費報告書）』を作成した。 
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また、富山大学人文学部国語学研究室が
1980 年代に実施した富山湾沿岸における世
代別調査のデータを入力、整理し、『富山湾
沿岸グロットグラム調査報告書（平成 19 年
度科研費報告書)』を刊行した。 

富山湾沿岸グロットグラム 
くすぐる(後部形態素注目) 

 
さらに、日本海沿岸社会の自然環境が人々

の知の体系とどのように関わり、その体系が
どのように言語化しうるかについて、平成 18
年度より 20 年度まで実施したフィールドワ
ークの成果を、『日本海沿岸の自然環境とこ
とば（平成 19 年度科研費報告書)』としてま
とめた。 

このほか、富山県方言における文法事象・
文法形式の地理的分布を知る基礎資料とし
て『富山県方言文法地図平成 18～20 年度科
研費報告書』を作成した。 

 
(2)2008 年度には、構築したデータベースを
もとに、合宿形式の研究会議を実施して、地
理情報システムによる分析ならびに言語と
言語外要因との関係について、方法論的検討
をおこなった。それを踏まえて、プロジェク
トに関わったメンバーが、以下のような論考
を寄せ最終報告として、『日本海沿岸社会と
ことば(平成 18～20 年度科研費報告書)』を
刊行し、研究課題についての研究を進展させ
た。 
１：日本海沿岸地域の自然環境と言語―中央
文化の受容と環境認識語彙の均質化―(中井 
精一)  
２：日本海と畿内の方言分布を結ぶもの(大
西拓一郎)  
３：確認要求表現からみた日本海沿岸地域の
特徴(松丸真丸) 
４：関西新方言と新しい変化(岸江信介) 
５：富山県沿岸地域の語彙分布から見る言語
の動態と多様性―富山湾沿岸グロットグラ
ム調査報告書より―(市島佑起子) 
６：朝鮮半島における方言の分布についてー
小倉進平著『朝鮮方言の研究』をもとに―(亀
山大輔)  
７：方言／共通語コードの共起可能性―変種
の関係把握と新たな分布の発見に向けて―
(阿部貴人) 
８：生業と交易が物語る縄文の風景(内山純
蔵)  
９：怪異と景観認識―越中の地域文化特性―
(高岡弘幸) 
10：環境改変と都市計画―富山・高岡両市を
比較して－(森 俊) 
11：交通資料に見る富山の観光イメージの形
成と変遷(乾 誠二) 
12：富山県遺跡分布における地理クラスター
抽出(松森智彦) 
13：考古学から見た地中海世界と日本海(金
関 恕)  



 

 

14：日本海沿岸地域における中舌母音(吉廣 
綾子)  
15：文法性判定の多様性に関する社会言語学
的研究―真偽判断の副詞と疑問形式との共
起関係を例として―(李 舜炯) 
 
 
５．主な発表論文等 
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